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今
年
で
第
七
屈
を
数
文
る
、
昭
和
山
一
一
十
二
年
度
平
塚
七
夕
ま
つ
り
は
、
来
る
七
月
五
臼
(
金
)
か
ら
九
日
(
火
)
ま
で

の
五
日
間
、
市
内
全
容

L
わ
た
っ
て
くD
ひ
ろ
ぼ
ら
れ
る
こ
と
に
な
担
、
四
月
二
十
周
門
口
同
開
催
の
第
一
回
平
塚
七
夕
ま

つ
担
奨
行
委
員
企
で
、
実
施
婆
醐
酬
が
さ
ま
担
ま
し
た

ι

昭
和
二
十
六
年
に
始
ま
っ
た
、
思
議
申
す
が
、

ζ

の
援
合
、
先
方
の
都
合
で
来
一
一
り
ま
し
光
。
参
加
希
認
の
方
は
、
必

の
七
夕
ま
つD
は
、
そ
の
豪
華
さ
に
お
一
ら
れ
な
い
と
き
は
、
次
点
者
を
あ
て
る
一
六
月
二
十
九
百
ま
哲
人
、
隠
工

A同
議

ぞ
い
て
、
量
的
に
名
愛
知
ら
れ
る
よ
う
一

ζ
と
に
致
し
ま
す
。
広
報
紙
三
i

ジ
一
宅
タ
ま
つ
り
害
事
務
局
担

d
f
e一
に
な
担
、
近
在
近
郷
か
ら
の
記
録
的
な
一
の
友
予
に
投
票
用
紙
を
捌
込
み
ま
じ
た
一
申
込
み
下
さ
い
。

一
人
出
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
九
州
東
北
な
一
の
で
、
こ
の
用
紙
芝
使
っ
て
鯨
投
棄
下
一
品
全
市
コ
ン
ク
ー
ル

量
一
戸
各
県
か
ら
の
観
善
、
望
者
の
豆
さ
い
。
ミ
ス

e

ミ
ス
タ
ー
に
投
棄
し
た
一
室
一
点
一
万
円
告
知
事

長
」
れ
も
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
人
の
申
か
ら
指
せ
ん
に
よ
っ
て
、
そ
れ
一
ザ
ア
イ
デ
ア
銭
七
点
五
千
円

一
一
巾
で
は
、
主
催
者
と
し
て
予
算
五

O
一
ぞ
れ
六
人
づ
っ
、
あ
わ
せ
て
十
二
名
一
様
一
色
市
長
杯
え
銭
一

O
点
一
一
一
千
円

下
L
万
円
設
計
上
、
参
加
団
体
か
ら
の
支
出
一
に
琴
震
差
し
あ
げ
ま
す
。
一
銅
色

1
1
客
約
金
等
を
あ
わ
せ
約
一
O
O
一
万
円
一
竹
節
ワ
コ
ン
ク

i

ル
一
沼
地
日
属
コ
ン
ク
ー
ル
(
一
一
二
度
)

一
の
総
重
量
「
込
ん
で
い
ま
す
。
一
は
臨
申
込
み
鱗
一
一
等
各
一
点
二
千
円
黄
色

一
後
援
震
に
は
、
裏
川
県
。
嘉
一
七
夕
ま
つ
り
の
お
、
竹
飯
島
コ
ン
一
一
等
各
一
点
一
千
円
喜

一
鉄
道
管
制
盟
関

e

臼
本
変
説
公
社
が
き
ま
一
一

一
一
ク
ー
ル
も
い
ま
〉
で
と
ち
が
い
、
参
加
一
一
一
等
各
五
点
五
百
円
涼
色

一
目
、
商
工
会
議
所
内
に
事
務
所
を
お
く
す
込
み
富
っ
た
も
の
だ
け
を
審
査
一

c
一
般
家
庭
コ
ン
ク
ー
ル
(
一

2
5

〉
一
平
塚
七
夕
ま
つ

D

実
行
委
員
企
(
委
員
一
一
一

一
一
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
猿
を
品
掘
る
こ
と
に
な
一
入
鐙
各
一

O
点
尚
一
日
間
緑
色
一

融
市
一
百
世
話
回
助
役
)
を
中
山
に
、
開
催
準
備
一
一

主
主
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
号

;
!
?
!
?
1
1
1
1
1
i
i
A

山
一
旬
以
目
立
性
訪
れ
れ
一
什

1

織
を
み
ど
ち
に
い
い
昨
日
持U
H
f
m
m

持
持
い
向
日
時

M

C

介
し
て
苦
手
。
一
一
興
語
皇
官
夢
見
る
日
わ
吋
伝
説
刊
行
十
日
書
店
十
日

一
ミ
ス
@
ミ
ス
タ
ー
は
一
点
、
:

話
一
一
、
戦
災
か
ら
復
興
し
伸
明
選
議
と
か
、
街
の
中
に
美
し
い
桔
を
の
摂
を
流
れ
る
花
水
川
と
山
械
の
立
木
で
あ
り
ま
す
。
勢
井
村
の
楠
木
開
閉
さ
ん

同
一
人
気
投
棄
で
き
め
る
一
て
十
年
余
。
平
著
作
っ
た
り
街
路
樹
を
掻
え
た
り
し
て
、
宣
言
、
豊
富
山
と
し
て
宅
が
付
け
た
も
の
で
、
高
官
流
行
し

主
主
の
ミ
ラ
ミ
ス
タ
ー
選
出
は
、
一
一
語
ら
し
く
重
し
た
も
の
で
す
。
員
長
し
ょ

2

ず
る
気
持
が
市
民
随
一
の
幕
と
も
な
る
こ
と
で
し
ょ
た
た
め
撃
は
日
本
に
あ
っ
詰
警

尚
一S
と
警
塁
ぇ
、
本
墨
書
、
一
一
票
繁
華
に
な
義
夫
妻
く
な
る
の
需
品
っ
て
き
た
た
め
に
、
惑
う
。
山
桜
島
毒
性
質
一
芸
品
令
品
目
ん
ど
忘
れ
よ
う
と
し
た
の
で
し
宍

2
一
震
に
ハ
住
ん
で
い
る
、
霊
人
そ
の
他
一
に
つ
れ
て
、
重
織
だ
の
や
れ
下
水
だ
一
干
高
年
主
管
し
て
事
ア
力
主
い
乙
と
と
そ
の
ほ
か
沼
の
咲
く
前
今
年
の
記
念
植
霊
童
話
力
し
て

3

一
有
名
人
、
例
え
ば
、
芸
ひ
ば
担
金
第
一
ー
ノ
ヤ
の
木
が
指
針
さ
れ
ま
し
た
。
悶
訟
に
出
る
室
奈
美
し
く
一
存
観
鈴
に
術

和
一
泊
字
書
室
長
一
郎
ふ
山
邸
子
一
号
と
つ
も
世
の
中
室
長
っ
て
五
む
に
は
ア
力
主
義
わ
り
ま
し
い
す
る
雑
誌
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
育
て
あ
げ
て
、
来
る
べ
き
事
五
十
年

昭
一
富
弘
子
よ
塁
手
と
か
、
喜
の
一
セ
チ

T

な
っ
て
挟
ま
し
た
。
語
、
こ
れ
は
再
に
在
る
農
林
震
警
の
大
和
心
を
人
と
は
は
祭
ま
で
に
は
県
下
第
一
議
定
す
る

一
衆
翼
手
乙
か
に
つ
い
て
、
富
の
人
一
塁
審
は
と
も
か
く
、
街
の
具
申
書
か
ら
数
百
事
賭
さ
れ
た
も
の
朝
日
に
雪
山
紙
管
室
持
と
う
で
は
あ

D
ま
せ
ん
か
。

約
一
気
持
審
査
、
零
時
授
襲
警
互
に
暮
す
も
の
に
と
っ
て
葬
品
震
で
、
霊
童
し
た
市
内
が
美
し
く
な
実
務
も
知
っ
て
い
る
和
歌
品
憲
杉
山
久
吉
(
平
塚
霊
協
議
室

ヱ
書
長
て
も
ら
っ
て
、
ミ
ス
@
ミ
ス
セ
出
て
章
践
で
も
し
た
く
な

p
t
'

宣
う
に
と
の
霊
宮
で
あ
り
ま
し
歌
っ
て
おD
ま
ず
し
、
音
星
雲
皆
市
社
会
義
援
員
、
市
広
報
祭

一
タ
ー
の
従
簿
登
鰭
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
一
ょ
う
。
近
夜
は
花
一
ば
い
運
動
と
か
白
紙
た

1
吃
水
川
擦
の
桜
は
東
京
都
内
の
名
山
桜
を
儲
い
て
あ
り
ま
す
。
一
在
来
県
下
一
問
、
平
山
崎
簡
易
裁
判
所
認
定
要
員
)
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フ
レ
!
?
レ
i

電
話
平
塚
一
一
∞
一
一
也
輔

新
館
増
築
完
成

舞
台
付
百
人
様
大
広
間

静
か
な
小
座
敷
(
最
新
式
設
備
)

名
物
綿
引
議
船
会

大
汐
湯 御

出
入
仰
は
同
紙
作
叶
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